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　アトピー性皮膚炎（AD）ではインターフェロンーγ
（IFN一γ）の低産生が指摘されており，　IF一γ療法が
IL－4産生をsupressすることにより，　ADに有効であ
るとの報告をみる。今回我々はIFN一γ投与後の臨床症
状，及び各種血液データの経時的変化を検索した。対象
は重症成人型AD患者4例。全例総IgEは5000　U／m1以
上であった。文献的にIFN一γ療法はそのほとんどが皮
下注で施行されているが今回は短時間の変化を知るため
に1：FN一γ200万単位を1回のみ点滴静注した。経時的
に総IgE，特異的IgE，　IFN一γ，　CD　23，可溶性CD　23，
白血球数，及び白血球分画を測定し，同時に臨床症状を
観察した。IFN一γは短時間でそのピークを示した。
総IgEはほとんど変動がなかったが，特異的IgEは不規
則な動きを見せ，特に一例においては24時間後に極端
な高値を示した。CD　23と可溶性CD　23は8～24時間後
に高値を示し，IFN一γと平行した動きを示した。臨床
症状に特に変化は見られなかった。
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目的：抗hsp70kD抗体の意義を，膠原病患者にて
検討した．方法：当院，関連施設を受診したRA患
者50名，SLE患者50名，PSS患者17名，年齢，性別を
マッチさせた健常人50名を対象とし，ELISAにてスクリ
ーニング後，Western　blottingを施行，さらに高力
．詩論に蛍光抗体法（HEp－2）を行った．結果：RA　2
例，SLE　1例，PSS　1例，健常入1例が陽性であり，
このうちRA（73，72kD），SLE（72kD），PSS（73，72kD）
の3例が高力価であった．高力価の2例（SLE，PSS）
は，蛍光抗体法でcytoplam陽性であった．考察：
抗hsp70kD抗体はt一報告のあるSLEのみでなく，RA，
PSS，健常人にも存在するが，頻度は低い．自己抗
体のスクリーニングである蛍光抗体法でcytoplasmic
patternを示す対応抗原不明川中に，抗hsp70kD
抗体高力価例が存在することが強く示唆された．
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